
株式会社 やまろ渡邉
【本社】佐伯市米水津大字宮野浦726番地　☎36-7165　FAX：36-7561
https://yamaro-watanabe.co.jp/　Instagram：@yamarowatanabe
創業年月：1908年1月　従業員数：34人

【鶴見食賓館】佐伯市鶴見大字地松浦1059番地1　☎ 33-1056
営：8時00分～16時30分　休：日曜、正月

　創業116年。佐伯近海の魚を
使った水産物加工品の開発・製
造・販売を行っている『やまろ渡
邉』。刺身でも味わえる新鮮な魚を
“１番おいしい状態”で急速冷凍・
真空パックにした干物や丸干しは
絶品で、凍ったまま焼くことで魚本
来のうまみを楽しめます。また、忙
しい現代人のライフスタイルに合
わせ食べやすさ、手軽さも追求。中
骨を丁寧に取り除いた人気No.1の

「中骨なし干物」や、調理不要の
「焼いてますシリーズ」、など数々の
ヒット商品を生み出しています。

　初代お魚かたりべ※1でもある会
長の渡邉正太郎さんは「大分の魚
で、大分のこどもを育てたい。故郷

の魚のおいしさを記憶に刻むこと
で、魚食文化の普及に貢献できた
ら」と県や関係機関に働きかけ、
学校給食にも参入。さらに、藻場を
荒らすアイゴ※ 2を使ったジャー
キーや一夜干しを開発し、海を守
るとともに、アイゴ(未利用魚)の買
取を通じて漁業従事者をサポート
するなど、企業の枠を超えた“大
分の未来を見据えた活動”も精力
的に行っています。
　様々な思いが込められた商品は
直売所「鶴見食賓館」、「さいき海
の市場〇」、「やまろ渡 邉ネット
ショップ」で購入可能。ホームペー
ジで公開中の加工品を使ったお
手軽レシピも必見です。
※1 水産物の消費拡大を目的として水産庁長官が
任命。　※2 海藻を食べるアイゴは礒焼けの一因
に挙げられ、海、漁業に悪影響を及ぼします。

佐伯の海、漁師と共存する海産物問屋 会社のここが好き

技能実習生として干物
の製造を行っていま
す。会長をはじめ、会
社の人は皆やさしくて
大好きです。休みの日
は実習生仲間と遊び
に行ったり、お料理を
作ったりします。将来
の夢は母国でアパレル
ショップを開くこと。
そのためにがんばって
います。
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大分の未来のために

人のチカラと企業のチ
カラで未来へとつなげ

る。

佐伯市発の働く人々を
ご紹介

わたなべ しょうたろう

動画はこちら
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奥深い陶芸の世界に魅了されて
　自然豊かな木立地区にある『としの窯』。工房にはコップやお皿、一
輪挿しなど味わい深い陶器作品がずらりと並び、見ているだけで心
が躍ります。「もう50年ほど前になるかな。小石原焼に一目ぼれして
陶芸の道を志しました。自分の窯を開いて30年近く経ちますが、陶芸
は知れば知るほど奥が深い。まだまだ勉強中です」そう話すのは窯主
で陶芸家の歳納さん。民陶※1ならではの使いやすさにもこだわった 
“としの流”の作品は手になじみ、長く愛用したくなるものばかりです。

陶芸で人生を豊かに
　歳納さんは陶芸教室※2、小学校での指導など講師活動も精力的に
行っています。「作り方の提案はしますが、形や色に決まりはありませ
ん。その人の個性が味わいになります。陶芸を通じて自由なもの作り
の楽しさや喜びを感じてほしい。それが人生を豊かにするエッセンス
になればうれしいですね」。作品には作り手の生き方が表れるため、
人間性の向上、楽しむ心が何より大切だという歳納さん。最後に「趣
味は人生を楽しく送る研究。同じ人生なら楽しんだ方が絶対しあわ
せでしょ？陶芸もその手段のひとつです」と、ちゃめっ気たっぷりに
教えてくれました。

▲工房内のギャラリーには歳納さ
んの作品を展示。購入もできます。

▲工房内の陶芸教室には、こどもか
ら大人まで幅広い年代の人が参
加。体験は随時受付中なので気軽
にお電話(☎29-2588)を。

とし　の たい　じ　ろう

歳納 泰次郎さん / 木立地区さん / 木立地区

※1 生活雑器
※2 工房内教室のほか、公民館、夏休みイベントなどで開催

小石原焼で有名な福岡の土秀窯
で修行した歳納さんが開いた

『陶芸工房 としの窯』。小石原
焼の流れをくむ作品は素朴
な風合いと使いやすさが魅
力で、多くの人に愛されていま
す。陶芸教室も人気です。
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動画はこちら
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